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一般的に，自車の 2 台前の車が減速してから 1 台前の車が減速し，それに続いて自車が減速す
るというのが自然な流れである．そこではじめに，1 つめの実験では自車の 1 台前の車の減速に
対する警報システムを想定し，自車ドライバが前方を向いている場合（正面）とわき見をしてい
る場合について，自車の 1 台前の車の減速に対するブレーキ反応時間などへの警報の影響を調べ
る．そして，本研究のメインとなる 2 つめの実験では，1 つめの実験から得られたブレーキ反応






車の 2 台前の車の減速に対する警報システムは自車の 1 台前の車の減速に対する警報システムよ
りも自車ドライバのブレーキ反応時間を早くすることが本研究より明らかになった． 
 
